
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
史
ー
天
草
島
原
の
乱
前
後
ー

１
６
０
４

慶
長
９

９
・

こ
の
頃
、
長
崎
で
は
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん
に
な
り
、
仏
寺
こ
と
ご
と
く
廃
絶
す
る
。

１
６
０
５

慶
長
10

４
・
16

徳
川
秀
忠
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。

４
・
26

幕
府
、
松
浦
鎮
信
、
有
馬
晴
信
、
五
島
玄
雅
、
鍋
島
直
茂
等
に
南
蛮
渡
航
の
朱
印
を
授
け
る
。

７
・
１

幕
府
、
島
津
忠
恒
等
に
安
南
渡
航
の
朱
印
を
授
け
る
。

※
安
南=

ベ
ト
ナ
ム
の
旧
称
。
中
部
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
を
指
し
、
日
本
人
町
が
で
き
、
朱
印
船
が
往
来
し
た
。
（
日
本

史
辞
典
）

こ
の
年

領
主
寺
沢
広
高
、
幕
府
の
意
を
慮
り
、
番
代
に
命
令
し
、
郡
内
各
所
の
教
会
堂
を
毀
し
、
十
字
架
を
倒
し
、
禁

教
を
強
制
す
る
。
そ
の
た
め
、
志
岐
、
上
津
浦
の
司
教
館
の
み
残
存
し
、
パ
ー
ド
レ
５
人
、
イ
ル
マ
ン
２
人
在

住
す
る
。

※
パ
ー
ド
レ=

神
父
、
イ
ル
マ
ン=

修
道
士

１
６
０
７

慶
長
12

こ
の
頃

天
草
全
島
中
、
志
岐
、
崎
津
、
上
津
浦
の
３
カ
所
に
天
主
教
会
堂
存
在
し
、
パ
ー
ド
レ
３
人
、
イ
ル
マ
ン
２
人

在
住
す
る
。

１
６
０
９

慶
長
14

１
・
11

八
代
に
て
、
ミ
カ
エ
ル
三
石
彦
右
衛
門
、
そ
の
子
ト
マ
ス
（
11
歳
）
と
ペ
テ
ロ
（
６
歳
）
、
ヨ
ハ
ネ
服
部
甚
五

郎
殉
教
。
４
本
の
槍
に
刺
さ
れ
て
首
級
は
町
の
東
門
に
晒
さ
れ
る
。
一
宗
徒
が
密
か
に
遺
骸
を
盗
み
出
し
、
天

草
の
柳
浦
に
持
ち
来
て
、
さ
ら
に
上
津
浦
に
移
し
て
埋
葬
す
る
。

１
６
１
１

慶
長
16

６
・
24

加
藤
清
正
死
去
。
50
歳
。
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こ
の
頃

細
川
忠
利
、
禁
教
に
転
じ
る
。

１
６
１
２

慶
長
17

３
・
14

幕
府
、
京
都
の
天
主
教
会
堂
を
毀
し
、
布
教
を
禁
じ
る
。

こ
の
頃

天
草
に
は
、
志
岐
、
上
津
浦
の
２
会
堂
の
み
存
続
し
、
パ
ー
ド
レ
、
イ
ル
マ
ン
一
人
づ
つ
在
住
す
る
。

３
・
22

家
康
、
島
原
城
主
有
馬
晴
信
、
岡
本
大
八
事
件
に
関
し
、
そ
の
封
を
解
き
、
甲
斐
に
流
す
。

５
・
６

有
馬
晴
信
、
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
。
（
46
歳
）
た
だ
し
、
晴
信
の
子
直
純
は
家
康
の
曾
孫
の
婿
の
た
め
、
島
原

城
主
と
な
る
。

１
６
１
３

慶
長
18

２
・

家
康
、
キ
リ
ス
ト
教
を
邪
宗
と
称
し
、
全
国
に
禁
令
を
布
く
。

５
・

幕
府
、
切
支
丹
宗
門
取
締
規
則
を
発
布
す
る
。
新
た
に
宗
門
改
め
の
制
を
設
け
、
庶
民
を
し
て
こ
と
ご
と
く
仏

教
の
あ
る
一
宗
に
帰
依
さ
せ
る
。
僧
侶
に
は
宗
旨
公
認
の
特
権
を
与
え
て
、
各
寺
に
宗
旨
人
別
帳
（
宗
門
帳
）

を
備
え
置
き
、
檀
徒
の
宗
旨
を
一
々
こ
れ
に
記
し
、
婚
姻
、
死
去
、
旅
行
等
に
至
る
ま
で
、
逐
一
管
理
す
る
策

を
た
て
る
。

12
・

富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
、
上
旨
に
従
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
検
挙
に
着
手
、
宣
教
師
に
は
退
去
を
命
じ
る
。

上
津
浦
駐
在
の
イ
ル
マ
ン
、
マ
マ
コ
ス
こ
の
月
に
未
鑑
の
書
を
残
し
て
去
る
。

１
６
１
４

慶
長
19

１
・

諸
大
名
幕
府
の
命
を
奉
じ
、
領
内
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
禁
圧
に
か
か
る
。

富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
、
引
き
続
き
教
徒
弾
圧
に
専
念
す
る
。
志
岐
の
教
会
堂
を
破
壊
し
、
バ
ー
ド
レ
、

ガ
ル
シ
ャ
、
ガ
ル
セ
ス
に
退
去
を
命
じ
、
か
つ
富
岡
の
ア
ダ
ム
荒
川
を
捕
え
過
酷
な
拷
問
を
続
け
る
。

こ
の
頃

領
主
寺
沢
広
高
、
特
に
一
向
宗
の
郡
内
仏
教
を
公
認
し
、
番
代
を
し
て
切
支
丹
の
転
宗
者
は
、
こ
と
ご
と
く
こ

れ
に
入
れ
る
。
そ
の
た
め
同
宗
の
郡
中
進
出
め
ざ
ま
し
く
、
東
西
両
派
を
合
わ
せ
て
25
ケ
寺
を
数
え
る
に
い
た

る
。
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２
・

こ
の
月
に
入
り
、
切
支
丹
宗
徒
大
追
放
。
高
山
右
近
、
内
藤
如
安
等
続
々
長
崎
に
護
送
さ
れ
る
。

３
・

長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
、
百
方
手
を
尽
く
し
こ
れ
ら
追
放
赦
免
の
運
動
を
試
み
る
も
何
等
効
果
な
し
。

４
・
１

長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
等
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、
大
々
的
宗
教
行
列
を
行
う
。
行
列
は
、
こ
の
日
よ
り
21

日
ま
で
10
度
行
わ
れ
、
殉
教
者
の
装
い
を
す
る
数
千
の
教
徒
が
街
々
を
練
り
廻
り
、
各
キ
リ
シ
タ
ン
寺
院
を
歴

訪
、
そ
の
状
態
は
悲
壮
を
極
め
る
。

６
・
５

そ
の
日
の
早
朝
、
ア
ダ
ム
荒
川
を
志
岐
の
刑
場
に
曳
き
、
首
刎
ね
の
上
遺
骸
は
海
に
投
じ
る
。
（
60
歳
）

こ
の
頃

相
次
い
で
佐
伊
津
村
を
脱
出
し
た
伝
道
師
ソ
テ
ロ
工
藤
（
52
歳
）
、
口
之
津
に
て
殉
教
し
、
志
柿
村
の
ト
マ
ス

永
野
仁
右
衛
門
（
31
歳
）
、
ド
ミ
ニ
コ
永
野
与
一
（
27
歳
）
兄
弟
は
斬
首
の
厄
に
遭
う
な
ど
、
迫
害
の
手
は
次

第
に
東
筋
へ
伸
び
る
。

９
・
24

上
使
山
口
駿
河
守
友
直
下
向
し
、
こ
の
月
中
旬
長
崎
に
着
き
、
教
徒
追
放
の
急
速
断
行
を
督
促
す
る
。
よ
っ
て

ジ
ャ
ン
ク
船
３
艘
を
艤
装
し
、
教
徒
を
そ
れ
ぞ
れ
分
乗
さ
せ
、
一
艘
は
マ
ニ
ラ
に
向
け
、
他
の
二
艘
は
マ
カ
オ

に
向
け
、
こ
の
日
出
帆
す
る
。
右
近
、
如
安
等
は
マ
ニ
ラ
行
に
、
宣
教
師
の
一
団
は
マ
カ
オ
行
に
振
り
当
て
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
内
若
干
名
の
宣
教
師
は
、
長
崎
港
を
遠
く
離
れ
な
い
と
こ
ろ
辺
か
ら
、
島
影
よ
り
漕
ぎ

寄
せ
た
信
者
の
迎
船
に
乗
り
移
り
、
ひ
そ
か
に
立
ち
戻
る
者
も
あ
る
。

９
・

山
口
駿
河
守
友
直
、
令
を
鍋
島
、
寺
沢
、
有
馬
、
松
浦
、
大
村
の
五
大
名
に
伝
え
、
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
寺
院

を
破
却
さ
せ
る
。

１
６
１
５

元
和
１

１
・

富
岡
番
代
川
村
四
郎
左
衛
門
、
な
お
も
教
徒
迫
害
の
手
を
緩
め
ず
、
更
に
上
津
浦
教
会
堂
を
破
壊
し
、
留
守
居

の
住
持
（
一
向
宗
僧
侶
）
を
退
去
さ
せ
る
。

２
・
５

高
山
右
近
、
マ
ニ
ラ
に
て
病
没
（
60
歳
）
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５
・
８

大
坂
夏
の
陣
・
豊
臣
氏
滅
ぶ
。

９
・
９

幕
府
、
朱
印
船
を
限
定
す
る
。

１
６
１
６

元
和
２

４
・
17

徳
川
家
康
死
去
。
（
75
歳
、
奉
号
安
国
院
殿
東
照
宮
）

８
・
８

幕
府
、
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
禁
し
、
唐
船
を
除
き
、
外
国
商
船
の
長
崎
、
平
戸
の
ほ
か
寄
港
す
る
の
を
制
禁
す
る
。

こ
の
年

松
倉
豊
後
守
重
政
、
和
州
郡
山
よ
り
国
替
え
し
島
原
城
主
と
な
る
。

※
和
州=

大
和
の
国

現
在
の
奈
良
県

１
６
１
７

元
和
３

こ
の
年

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
シ
エ
ゴ
・
ヨ
ハ
ネ
、
パ
ブ
チ
ス
タ
・
ゾ
ラ
・
ヨ
ハ
ネ
、
ダ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
の
３
神
父
及
び

邦
人
宣
教
師
ジ
ュ
リ
ア
ノ
・
デ
・
中
浦
来
島
し
、
志
岐
、
上
津
浦
を
巡
回
す
る
。

※
ジ
ュ
リ
ア
ノ
・
デ
・
中
浦=

遣
欧
四
少
年
の
ひ
と
り
・
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
寛
永
10
年
穴
吊
る
し
の
刑
で
殉
教

イ
エ
ズ
ス
会
文
書
に
、
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
指
導
者
14
ヶ
村
59
名
の
記
載
有
。

１
６
１
８

元
和
４

松
倉
重
政
、
森
岳
城
（
島
原
城
）
の
築
城
に
着
手
。

宣
教
師
へ
の
宿
提
供
を
禁
じ
る
触
れ
が
出
る
。(

禁
を
犯
し
た
者
は
火
刑
に
処
し
、
宣
教
師
の
発
見
者
に
は
銀
30

枚
を
与
え
る)

１
６
２
０

元
和
６

天
草
河
内
浦
に
「
竹
の
籠
の
獄
舎
」
迫
害
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ジ
ャ
ノ
ネ
、
天
草
下
島
大
江
に
潜
伏
。

１
６
２
１

元
和
７

こ
の
年

七
代
富
岡
番
代
と
し
て
三
宅
籐
兵
衛
着
任
す
る
。
（
千
石
）

こ
の
年

ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル
ヴ
リ
ヨ
神
父
、
日
本
潜
入
に
成
功
し
天
草
に
来
る
。
宗
徒
の
家
に
潜
伏
し
、
日
本
語
を
習
得

す
る
。

マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ロ
ウ
ス
神
父
、
大
江
、
崎
津
で
布
教
。

崎
津
に
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
の
組
織
。
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１
６
２
２

元
和
８

天
草
四
郎
、
益
田
甚
兵
衛
の
子
と
し
て
宇
土
で
出
生
（
推
定
）

１
６
２
３

元
和
９

こ
の
頃

天
草
在
住
の
パ
ー
ド
レ
二
人
。
一
人
は
大
矢
野
に
在
。

こ
の
年

ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル
ヴ
リ
ヨ
神
父
天
草
を
去
り
、
大
村
に
赴
い
た
と
こ
ろ
を
捕
え
ら
れ
、
獄
に
つ
な
が
れ
る
。

１
６
２
４

寛
永
１

こ
の
年

二
人
の
宣
教
師
が
天
草
に
在
る
。
特
に
パ
ー
ド
レ
・
ボ
ー
ル
・
ゾ
ウ
ノ
は
大
矢
野
を
地
盤
に
熱
心
に
布
教
を
す

る
。

こ
の
年

寺
沢
広
高
、
将
軍
家
光
の
意
を
受
け
、
富
岡
番
代
に
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
締
り
を
厳
し
く
さ
せ
る
。
そ
の

た
め
、
ル
ド
ー
ウ
ィ
コ
六
左
衛
門
夫
妻
、
大
矢
野
に
て
殉
教
、
神
父
ボ
ー
ル
・
ゾ
ー
ノ
は
肥
後
に
追
う
。

こ
の
年

ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル
バ
リ
ヨ
、
大
村
の
獄
よ
り
長
崎
に
送
ら
れ
て
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
さ
れ
る
。

１
６
２
５

寛
永
２

こ
の
年

島
原
藩
主
松
倉
重
政
、
将
軍
家
光
の
意
を
受
け
、
家
老
に
命
じ
て
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
厭
さ
せ
る
。
こ
の

た
め
、
支
部
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
ェ
ゴ
ロ
、
口
之
津
で
検
挙
さ
れ
、
長
崎
に
送
ら
れ
て
火
あ
ぶ
り
の
刑
に

処
さ
れ
る
。

こ
の
年

領
主
寺
沢
広
高
隠
居
し
、
嗣
子
堅
高
（
17
歳
）
が
家
督
を
継
ぐ
。
富
岡
番
代
、
三
宅
籐
兵
衛
、
賀
儀
の
た
め
唐

津
へ
戻
り
、
番
代
永
勤
の
推
挙
を
受
け
、
家
族
同
伴
で
帰
富
岡
。

１
６
２
６

寛
永
３

こ
の
頃

天
草
全
島
中
、
西
目
筋
に
パ
ー
ド
レ
二
人
在
住
す
る
。

１
６
２
７

寛
永
４

こ
の
年

長
崎
奉
行
竹
中
采
女
正
重
義
、
島
原
キ
リ
シ
タ
ン
の
大
検
挙
に
か
か
り
、
天
草
大
矢
野
の
信
徒
も
若
干
こ
れ
に

連
座
し
て
、
殉
教
す
る
。

１
６
２
８

寛
永
５

５
・
５

重
ね
て
、
切
支
丹
の
禁
令
が
出
て
、
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
処
刑
を
長
崎
奉
行
水
野
守
信
に
命
令
す
る
。

こ
の
年

富
岡
番
代
三
宅
籐
兵
衛
、
唐
津
本
藩
よ
り
の
招
き
に
応
じ
、
切
支
丹
禁
圧
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
帰
藩
す
る
。

１
６
２
９

寛
永
６

１
・

キ
リ
ス
ト
教
会
派
遣
の
パ
ー
ド
レ
二
人
、
ミ
カ
エ
ル
松
田
、
ペ
テ
ロ
・
カ
イ
ス
天
草
に
来
る
。
郡
内
特
に
志
岐
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よ
り
西
目
筋
、
大
江
、
崎
津
と
巡
回
す
る
。

１
・

踏
絵
の
令
を
発
し
、
長
崎
に
て
実
施
さ
れ
る
。
踏
絵
に
は
木
版
が
用
い
ら
れ
る
。

６
・

富
岡
番
代
三
宅
籐
兵
衛
、
唐
津
よ
り
帰
任
す
る
。
途
中
長
崎
奉
行
と
も
諸
事
談
合
を
行
い
、
断
固
弾
圧
の
臍
を

固
め
帰
城
す
る
。
帰
城
後
、
た
だ
ち
に
三
郡
代
に
出
岡
を
求
め
、
各
村
役
を
督
励
し
、
強
制
の
手
段
に
出
る
こ

と
を
特
命
す
る
。

７
・
15

幕
府
、
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
す
べ
て
仏
教
に
帰
教
し
た
と
の
報
に
接
す
る
。

７
・

長
崎
奉
行
竹
中
采
女
正
父
子
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
捕
え
て
島
原
温
泉
地
獄
の
熱
湯
に
投
げ
込
む
。

７
・

天
草
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
こ
の
月
よ
り
大
々
的
に
検
挙
迫
害
に
着
手
す
る
。
手
近
の
富
岡
志
岐
よ
り
始
め

て
町
役
人
ト
マ
ス
用
左
衛
門
の
子
ド
ミ
ニ
コ
を
流
罪
に
処
し
、
志
岐
教
会
堂
の
門
番
ジ
ュ
リ
オ
（
82
歳
）
を
海

に
投
げ
込
む
。
ま
た
同
地
方
の
婦
女
子
２
１
０
数
名
を
投
獄
し
、
そ
の
親
等
に
棄
教
を
迫
る
暴
挙
に
で
る
。

８
・

河
内
浦
（
一
町
田
）
の
郡
代
で
は
、
信
徒
の
子
供
等
を
竹
篭
に
入
れ
、
雨
日
に
晒
し
、
断
食
12
日
に
お
よ
び
、

も
っ
て
そ
の
一
家
の
翻
意
を
促
す
。
更
に
検
挙
の
網
を
拡
大
し
、
迫
害
の
手
は
大
江
﨑
津
に
伸
ば
し
、
軒
別
に

臨
検
を
強
行
、
否
応
な
し
の
棄
教
に
及
ぶ
。
一
月
来
島
の
パ
ー
ド
レ
二
人
も
、
迫
害
を
受
け
、
退
去
す
る
。

原
マ
ル
チ
ノ
、
マ
カ
オ
で
死
去
（
57
歳
）
。

１
６
３
０

寛
永
７

１
・
20

朝
鮮
人
パ
ウ
ロ
（
60
歳
）
、
志
岐
に
て
生
き
な
が
ら
海
中
に
沈
め
ら
れ
る
。

11
・
16

島
原
藩
主
松
倉
重
政
死
去
。
（
57
歳
）
嗣
子
勝
家
襲
封
す
る
。

12
・
20

一
町
田
村
に
て
、
ミ
カ
エ
ル
・
井
伊
武
左
衛
門
（
70
歳
）
海
に
投
げ
ら
れ
る
。
（
元
和
７
年
説
あ
り
）

こ
の
年

幕
府
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
書
籍
の
舶
載
を
禁
じ
る
。

こ
の
年

天
草
切
支
丹
宗
徒
の
検
挙
迫
害
な
お
持
続
さ
れ
、
所
々
に
悲
惨
な
殉
教
者
を
出
す
。
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こ
の
年

富
岡
番
代
三
宅
籐
兵
衛
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
収
容
の
た
め
、
富
岡
郊
外
野
中
（
過
書
場=

く
わ
そ
ば=

あ
た
り
）
に
牢

獄
を
建
て
る
。

１
６
３
１

寛
永
７

こ
の
年

長
崎
奉
行
竹
中
采
女
正
父
子
、
長
崎
稲
佐
の
海
岸
に
大
釜
を
据
え
、
潮
湯
に
硫
黄
を
混
ぜ
、
温
泉
岳
の
熱
湯
に

交
え
て
こ
れ
を
以
っ
て
教
徒
を
責
め
苦
し
め
る
。

１
６
３
２

寛
永
９

１
・
24

徳
川
秀
忠
死
去
。
（
54
歳
、
奉
号
台
徳
院
殿
）

５
・

切
支
丹
及
び
奉
書
船
以
外
に
、
外
国
渡
航
禁
止
の
高
札
が
長
崎
に
建
つ
。

こ
の
年

長
崎
に
て
絵
踏
板
、
同
町
鋳
物
師
裕
佐
の
考
案
し
た
青
銅
版
に
改
め
ら
れ
る
。

こ
の
年

富
岡
町
役
人
ト
マ
ス
用
左
衛
門
の
妻
ヨ
ネ
ス
、
下
男
ヨ
ハ
ネ
迫
害
さ
れ
、
生
き
な
が
ら
海
に
投
ぜ
ら
れ
る
。

１
６
３
３

寛
永
10

２
・
28

幕
府
、
奉
書
船
を
除
く
ほ
か
、
海
外
各
国
へ
の
渡
航
を
厳
禁
し
、
か
つ
在
外
邦
人
帰
朝
の
処
罰
方
を
定
め
る
。

４
・
11

先
の
領
主
寺
沢
広
高
死
去
。
（
71
歳
）

９
・
16

先
に
三
神
父
を
伴
い
天
草
巡
視
に
及
ん
だ
ジ
ュ
リ
ア
ノ
・
デ
・
中
浦
捕
ら
え
ら
れ
、
こ
の
日
長
崎
で
倒
吊
し
の

刑
を
受
け
殉
教
す
る
。
（
66
歳
、
62
歳
説
有
）

１
６
３
４

寛
永
11

５
・
25

重
ね
て
邦
人
海
外
渡
航
、
並
び
に
キ
リ
ス
ト
教
厳
禁
の
令
を
布
き
、
長
崎
に
出
島
を
築
き
、
在
留
オ
ラ
ン
ダ
人

を
こ
れ
に
移
す
こ
と
す
る
。

１
６
３
５

寛
永
12

６
・
21

幕
府
、
武
家
諸
法
度
を
定
め
る
。

６
・
３

参
勤
交
代
の
制
を
確
定
す
る
。

９
・
６

幕
府
、
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
禁
の
令
を
発
し
、
さ
ら
に
検
挙
す
る
よ
う
強
要
す
る
。

１
６
３
６

寛
永
13

５
・
19

幕
府
、
鎖
国
令
を
布
き
、
邦
人
の
海
外
密
航
及
び
帰
朝
者
は
全
て
死
刑
と
す
る
処
罰
方
を
定
め
る
。

５
・

長
崎
出
島
竣
工
、
オ
ラ
ン
ダ
人
全
て
を
こ
れ
に
隔
離
す
る
。

7



こ
の
頃

長
崎
に
在
住
の
南
蛮
人
と
の
混
血
児
２
８
７
人
を
海
外
に
放
つ
。

１
６
３
７

寛
永
14

６
・

こ
の
月
半
頃
か
ら
天
草
全
島
に
ズ
イ
ソ
の
う
わ
さ
が
盛
ん
に
飛
び
交
う
。

※

ズ
イ
ソ=

最
後
の
審
判
。
中
世
の
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
で
、
終
末
思
想
感
か
。
一
揆
の
指
導
者
が
流
し
た
廻
文
に

世
の
終
わ
り
の
審
判
で
地
獄
へ
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
あ
る
。

８
・
11

阿
蘇
山
噴
火
し
、
砂
石
硫
黄
が
降
る
。
同
月
17
日
も
同
じ
。

９
・

連
日
天
焼
け
、
狂
い
花
咲
く
。

宇
土
郡
江
部
村
に
住
む
小
西
家
遺
臣
益
田
甚
兵
衛
の
子
四
郎
（
16
歳
）
、
天
草
大
矢
野
に
迎
え
ら
れ
、
姉
婿
渡

辺
佐
太
郎
（
上
村
庄
屋
渡
辺
小
左
衛
門
の
弟
）
方
に
寓
す
る
。

10
・

こ
の
月
初
め
、
四
郎
等
中
村
鮫
ケ
浦
太
郎
助
方
に
移
る
。
種
々
の
奇
蹟
を
現
す
。

10
・
７

四
郎
、
教
主
に
擁
立
さ
せ
ら
れ
、
中
村
の
宮
津
に
道
場
を
構
え
、
天
草
四
郎
時
貞
と
称
す
る
。
巨
頭
大
矢
野
松

右
衛
門
、
千
束
善
右
衛
門
、
森
宗
意
等
こ
れ
に
侍
す
る
。

10
・
20

島
原
並
び
に
天
草
の
百
姓
間
に
動
揺
の
色
が
あ
る
。

10
・
22

天
草
で
は
、
番
代
及
び
郡
代
の
命
に
よ
り
、
村
役
の
者
村
々
に
出
張
し
、
船
着
場
に
番
所
を
設
け
て
往
来
の
も

の
を
調
べ
る
。

10
・
23

島
原
領
有
馬
村
北
岡
の
百
姓
等
、
７
０
０
余
人
が
集
ま
る
。

10
・
24

島
原
城
の
留
守
家
老
、
部
下
を
遣
わ
し
そ
の
首
領
を
捕
縛
す
る
。

10
・
25

有
馬
原
尾
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
蜂
起
し
、
代
官
林
兵
左
衛
門
を
撲
殺
し
、
北
岡
屯
集
の
農
民
勢
８
０
０
余
と
合
体
、

一
気
に
島
原
城
へ
押
し
寄
せ
ん
と
す
る
。
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10
・
26

幕
府
、
５
人
組
の
制
を
厳
し
く
す
る
。

10
・
27

天
草
で
も
、
大
矢
野
、
上
津
浦
辺
の
教
徒
等
蠢
動
す
る
。
こ
の
日
、
熊
本
藩
兵
川
尻
に
出
張
し
、
同
港
を
警
備

す
る
。

10
・
29

富
岡
番
代
三
宅
籐
兵
衛
、
手
兵
１
０
０
人
を
率
い
て
本
戸
へ
出
陣
、
同
地
郡
代
役
所
に
入
る
。
こ
の
日
、
熊
本

藩
よ
り
は
兵
を
派
遣
し
宇
土
郡
三
角
港
を
固
め
る
。

10
・
30

た
ま
た
ま
天
草
方
教
徒
の
大
立
物
、
大
矢
野
中
村
庄
屋
渡
辺
小
左
衛
門
（
27
歳
）
、
従
者
と
と
も
に
四
郎
の
母

姉
妹
迎
え
の
た
め
、
宇
土
郡
江
部
村
に
至
り
、
同
村
庄
屋
郡
浦
彦
左
衛
門
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
を
、
そ
の
老
母
の

偽
計
に
引
っ
か
か
り
、
遂
に
熊
本
藩
兵
の
手
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
夜
、
大
矢
野
勢
秘
か
に
海
上
よ
り
江
部

村
を
う
か
が
う
。

11
・
１

四
郎
の
母
（
天
草
方
幹
部
千
束
宗
右
衛
門
の
妹
）
及
び
姉
妹
等
縛
ら
れ
、
渡
辺
小
左
衛
門
と
と
も
に
熊
本
へ
送

ら
れ
る
。
こ
の
日
、
島
原
方
の
大
江
源
右
衛
門
等
大
矢
野
宮
津
に
来
て
、
こ
こ
に
天
草
島
原
の
教
徒
連
携
が
成

立
す
る
。
以
来
、
数
度
の
談
合
は
、
海
上
の
孤
島
湯
島
に
て
行
わ
れ
、
今
に
談
合
島
な
る
別
名
を
も
っ
て
呼
ば

れ
る
。

11
・
２

渡
辺
小
左
衛
門
の
父
阿
村
庄
屋
山
城
伝
兵
衛
、
推
さ
れ
て
小
左
衛
門
の
跡
を
継
ぎ
大
矢
野
勢
の
首
領
と
な
り
、

中
村
の
古
城
を
修
築
し
て
こ
れ
に
籠
も
る
。
こ
の
日
、
番
代
三
宅
藤
兵
衛
大
島
子
に
向
か
い
、
尖
兵
を
配
し
て

上
津
浦
勢
の
押
さ
え
に
備
え
、
即
日
引
き
返
し
本
戸
付
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
検
挙
に
か
か
る
。

11
・
４

四
郎
、
島
原
へ
迎
え
ら
れ
大
江
に
渡
る
。
天
草
方
幹
部
50
名
こ
れ
に
従
う
。

11
・
５

天
草
島
原
の
幹
部
連
、
相
会
し
て
大
評
定
を
す
る
。
こ
の
日
、
寺
沢
堅
高
の
手
兵
領
内
天
草
鎮
定
の
た
め
唐
津

を
発
つ
。
留
守
家
老
岡
島
次
郎
左
衛
門
こ
れ
を
統
率
し
、
総
勢
１
５
０
０
人
、
鉄
砲
１
６
０
挺
、
兵
船
37
艘
に
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分
乗
す
る
。

11
・
８

島
原
キ
リ
ス
ト
教
徒
蜂
起
の
報
、
江
戸
に
達
す
る
。

11
・
９

幕
府
、
三
河
額
田
城
主
板
倉
重
昌
に
討
伐
を
命
じ
、
目
付
石
谷
貞
清
を
こ
れ
に
付
け
る
。
こ
の
日
、
在
符
の
寺

沢
兵
庫
頭
堅
高
、
松
倉
長
門
守
勝
家
に
早
々
帰
国
さ
せ
る
。

11
・
１

寺
沢
の
唐
津
勢
、
富
岡
に
着
船
す
る
。

11
・
11

唐
津
勢
、
本
戸
に
廻
航
し
、
三
宅
方
と
合
体
す
る
。
こ
の
夜
、
三
宅
籐
兵
衛
諸
将
と
会
し
て
諸
般
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
う
。

11
・
13

四
郎
、
上
津
浦
の
危
急
を
聞
き
、
１
５
０
０
人
を
引
率
し
て
島
原
よ
り
来
援
す
る
。
こ
の
夜
、
島
原
の
別
隊
５

０
０
人
、
兵
船
を
連
ね
て
来
、
鬼
池
を
う
か
が
う
。
こ
こ
よ
り
上
陸
し
、
本
戸
の
背
後
を
衝
か
ん
と
す
る
も
の

の
様
子
。
し
か
し
、
海
岸
の
守
備
が
固
い
と
見
て
、
に
わ
か
に
船
首
を
上
津
浦
の
本
隊
を
目
指
す
。

11
・
14

四
郎
、
未
明
に
上
津
浦
を
発
し
、
海
陸
両
路
よ
り
大
挙
来
襲
し
、
島
子
・
本
戸
で
唐
津
勢
を
破
る
。
番
代
三
宅

籐
兵
衛
重
利
、
本
戸
広
瀬
に
て
戦
死
す
る
。
（
57
歳
）

こ
の
夜
、
教
徒
勢
広
瀬
の
大
矢
崎
に
野
営
し
、
大
い
に
凱
歌
を
上
げ
る
。

11
・
17

教
徒
勢
二
江
に
結
集
し
、
富
岡
城
を
衝
か
ん
と
す
る
。
島
原
勢
も
合
流
す
る
。

11
・
18

四
郎
、
兵
を
志
岐
に
す
す
め
る
。

11
・
19

四
郎
、
富
岡
城
を
攻
め
る
が
守
り
は
固
し
。
こ
の
日
、
板
倉
重
昌
大
坂
に
着
く
。

11
・
22

四
郎
、
再
び
富
岡
城
を
攻
め
る
が
抜
け
ず
。
こ
の
日
、
板
倉
重
昌
大
坂
を
出
立
す
。

11
・
23

四
郎
、
富
岡
城
の
囲
み
を
解
き
、
坂
瀬
川
よ
り
乗
船
し
、
島
原
に
向
か
う
。
枝
隊
の
天
草
方
は
、
上
津
浦
に
引

き
返
す
。
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こ
の
頃

教
徒
勢
が
長
崎
へ
も
押
し
渡
る
と
の
う
わ
さ
に
お
び
え
、
市
中
騒
然
と
し
、
老
幼
荷
物
を
抱
え
逃
げ
出
す
。
時

に
、
長
崎
奉
行
榊
原
職
直
、
神
尾
元
勝
と
も
に
上
府
し
て
い
て
不
在
の
た
め
、
上
下
な
す
す
べ
を
知
ら
ず
。
町

年
寄
高
木
作
右
衛
門
、
高
島
四
郎
兵
衛
、
高
木
彦
右
衛
門
、
後
藤
庄
左
衛
門
等
、
代
官
末
次
平
蔵
方
で
会
し
評

議
を
す
る
。
結
果
、
応
援
を
大
村
藩
に
請
い
、
船
番
、
町
使
、
牢
人
等
を
使
役
し
て
、
市
中
要
所
の
警
備
を
固

め
漸
く
安
心
す
る
。

11
・
27

幕
府
、
更
に
老
中
松
平
信
綱
、
戸
田
氏
鉄
を
、
教
徒
勢
討
伐
の
た
め
に
派
遣
す
る
。

11
・
28

板
倉
重
昌
、
豊
前
小
倉
に
着
く
。
松
倉
勝
家
、
島
原
に
着
く
。

12
・
01

板
倉
重
昌
、
肥
後
高
瀬
に
着
き
、
豊
後
府
内
の
目
付
及
び
近
国
の
諸
大
名
と
会
う
。

こ
の
日
、
教
徒
等
原
城
址
の
修
築
に
か
か
る
。

12
・
３

四
郎
並
び
に
幹
部
連
が
原
城
に
入
城
す
る
。
天
草
大
矢
野
勢
中
村
を
捨
て
て
、
こ
れ
に
赴
く
。

こ
の
日
、
松
平
信
綱
江
戸
を
発
つ
。

12
・
５

板
倉
重
昌
、
島
原
に
着
く
。

こ
の
日
、
教
徒
勢
入
城
す
る
。
寺
沢
堅
高
、
兵
８
０
０
人
を
率
い
て
富
岡
港
に
着
く
。

12
・
６

原
城
、
修
築
な
る
。
重
昌
、
原
城
に
向
か
う
。

12
・
７

寺
沢
堅
高
、
小
島
子
に
進
駐
し
、
付
近
を
掃
蕩
す
る
。
つ
い
で
熊
本
藩
兵
の
来
る
の
を
待
ち
、
東
西
よ
り
上
津

浦
を
挟
撃
せ
ん
と
留
ま
る
。

12
・
８

原
城
内
、
仮
小
屋
完
成
。
重
昌
、
有
馬
へ
着
陣
す
る
。

12
・
９

天
草
上
津
浦
勢
、
同
所
を
引
き
払
い
、
全
員
原
城
に
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
籠
城
の
総
勢
は
島
原
方
２
万
３
千

１
０
０
人
、
天
草
方
１
万
３
千
９
０
０
人
、
都
合
３
万
７
千
人
と
な
る
。
こ
の
日
、
攻
囲
軍
隈
田
に
結
集
す
る
。
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12
・
10

攻
囲
軍
、
原
城
を
包
囲
し
、
一
番
攻
め
、
鍋
島
、
松
倉
の
両
勢
押
し
出
す
も
失
敗
す
る
。

こ
の
日
、
熊
本
藩
兵
が
天
草
を
攻
め
る
。
兵
数
１
万
６
千
余
、
細
川
光
利
を
将
と
し
て
、
家
老
有
吉
頼
母
従
う
。

し
か
し
、
教
徒
勢
は
既
に
島
原
に
去
っ
て
い
た
た
め
、
大
矢
野
柳
浦
に
兵
船
を
寄
せ
た
ま
ま
、
直
ち
に
上
津
浦

に
廻
航
す
る
。
寺
沢
堅
高
も
ま
た
小
島
子
よ
り
兵
を
進
め
て
上
津
浦
に
押
し
入
る
。

12
・
12

攻
囲
軍
、
城
中
に
投
降
の
矢
文
を
送
る
。
こ
の
日
、
熊
本
勢
上
津
浦
を
引
揚
、
唐
津
勢
は
小
島
子
に
引
き
取
る
。

も
っ
と
も
、
唐
津
勢
手
薄
の
た
め
、
熊
本
勢
の
う
ち
二
番
隊
を
残
し
、
加
勢
す
る
。

12
・
14

熊
本
勢
、
川
尻
に
帰
陣
す
る
。

12
・
16

松
平
信
綱
、
大
坂
に
着
く
。

12
・
18

信
綱
、
大
坂
よ
り
攻
城
用
大
砲
を
輸
送
す
る
。
鈴
木
三
郎
九
郎
重
成
、
鉄
砲
の
鍛
錬
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ

の
奉
行
と
な
る
。

12
・
19

信
綱
、
大
坂
川
口
を
出
船
す
る
。

12
・
20

板
倉
重
昌
等
二
番
攻
め
を
す
る
。
鍋
島
、
立
花
の
両
勢
敗
退
す
る
。

12
・
22

籠
城
軍
、
矢
文
を
射
っ
て
防
戦
の
理
由
を
釈
明
す
る
。

12
・
27

板
倉
重
昌
、
制
令
を
出
し
て
、
無
断
の
先
駆
け
を
禁
じ
る
。

12
・
28

松
平
信
綱
、
小
倉
に
至
る
。

12
・
30

寺
沢
堅
高
、
小
島
子
に
駐
屯
の
ま
ま
越
年
す
る
。

１
６
３
８

寛
永
15

１
・
１

原
城
総
攻
撃
を
行
う
も
攻
囲
軍
惨
敗
。
板
倉
重
昌
、
突
入
し
て
こ
れ
に
よ
り
死
ぬ
。
（
51
歳
）

１
・
３

松
平
信
綱
、
島
原
に
着
く

１
・
４

信
綱
、
有
馬
に
至
る
。
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１
・
５

細
川
勢(

肥
後
守
光
利
、
父
越
中
守
忠
利
の
兵
を
率
い
て)

有
馬
に
着
陣
す
る
。

１
・
７

堅
高
、
天
草
よ
り
兵
を
引
き
揚
げ
有
馬
に
着
陣
す
る
。

１
・
10

信
綱
、
海
上
よ
り
鉄
砲
で
攻
撃
す
る
が
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
。
更
に
、
投
降
の
矢
文
を
城
中
へ
送
る
。
こ
の

日
、
福
岡
の
黒
田
勢
、
延
岡
の
有
馬
勢
、
小
倉
、
中
津
の
両
小
笠
原
勢
等
着
陣
す
る
。

１
・
11

将
軍
家
光
、
西
国
大
名
細
川
忠
利
、
立
花
宗
茂
、
鍋
島
勝
茂
、
有
馬
豊
氏
、
黒
田
忠
之
等
に
帰
国
を
命
じ
て
、

攻
城
に
参
戦
さ
せ
る
。

こ
の
日
、
招
き
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
有
馬
沖
に
投
錨
す
る
。

１
・
12

細
川
忠
利
、
江
戸
を
発
つ
。

１
・
13

オ
ラ
ン
ダ
船
、
海
上
よ
り
城
中
を
砲
撃
す
る
。

１
・
15

島
原
城
番
と
し
て
小
笠
原
壱
岐
守
、
久
留
島
丹
後
守
を
富
岡
城
番
と
し
て
伊
東
大
和
守
、
松
平
主
税
を
置
く
。

上
使
伊
東
大
和
守
、
松
平
主
税
、
目
付
杉
原
四
郎
兵
衛
等
天
草
に
渡
り
、
こ
の
日
富
岡
に
入
城
す
る
。
上
使
は

二
の
丸
、
目
付
は
出
丸
に
詰
め
在
番
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
、
海
岸
砲
台
よ
り
城
中
を
砲
撃
す
る
。

１
・
16

城
中
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
砲
撃
に
抗
議
す
る
矢
文
飛
来
。

１
・
20

四
郎
の
母
姉
妹
等
、
熊
本
よ
り
有
馬
に
召
し
寄
せ
る
。

１
・
22

四
郎
の
甥
小
平
を
捕
ら
え
る
。

１
・
26

オ
ラ
ン
ダ
船
、
ま
た
砲
撃
す
る
。
砲
身
破
裂
し
、
船
員
が
惨
死
す
る
。

１
・
28

オ
ラ
ン
ダ
船
抜
錨
、
帰
帆
に
着
く
。

２
・
１

信
綱
、
四
郎
の
甥
小
平
を
城
中
に
遣
わ
し
、
渡
辺
小
左
衛
門
の
投
降
状
を
渡
さ
せ
る
。
城
兵
は
こ
れ
を
謝
絶
す

る
。
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２
・
４

細
川
忠
利
、
島
原
に
着
陣
す
る
。

２
・
５

立
花
宗
茂
、
島
原
着
陣
。

２
・
９

鍋
島
勝
茂
、
小
笠
原
中
真
、
小
笠
原
長
次
島
原
に
着
陣
。

２
・
10

こ
の
頃
、
城
中
で
は
連
日
太
鼓
を
打
っ
て
鼓
舞
す
る
。

２
・
11

信
綱
は
日
向
の
金
掘
夫
に
坑
道
を
掘
ら
し
た
と
こ
ろ
、
城
内
よ
り
も
穴
を
掘
り
進
め
て
い
た
。
こ
の
日
、
穴
が

相
通
じ
た
た
め
、
坑
道
内
で
会
戦
が
起
き
る
。
城
兵
は
、
糞
汁
を
流
し
込
み
、
攻
城
軍
を
悩
ま
せ
る
。

２
・
15

教
徒
の
山
田
右
衛
門
が
裏
切
り
、
延
岡
藩
主
有
馬
右
衛
門
に
内
応
の
矢
文
を
送
る
。
城
内
は
動
揺
す
る
。

２
・
21

城
兵
が
夜
襲
を
決
行
す
る
。
城
よ
り
出
て
、
黒
田
、
鍋
島
、
寺
沢
の
陣
営
を
襲
う
が
失
敗
す
る
。
こ
の
時
、
城

中
の
糧
食
・
弾
薬
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

２
・
24

信
綱
は
、
糧
食
・
弾
薬
尽
き
だ
し
こ
と
を
察
知
し
、
い
よ
い
よ
総
攻
撃
の
部
署
を
定
め
る
。

２
・
27

攻
囲
軍
、
総
勢
12
万
余
、
一
斉
に
攻
撃
に
入
る
。
出
丸
、
二
の
丸
、
本
丸
海
手
の
一
部
堕
ち
る
。

２
・
28

原
城
陥
落
・
天
草
島
原
の
乱
終
結

本
丸
陥
落
す
る
。
細
川
藩
士
陣
佐
左
衛
門
、
四
郎
の
首
を
挙
げ
る
。
諸
兵
競
っ
て
教
徒
等
を
大
虐
殺
す
る
。
老

幼
男
女
あ
ま
ね
く
焼
殺
、
刺
殺
、
斬
殺
さ
れ
尽
く
す
。

３
・
１

原
城
を
破
壊
し
、
諸
勢
引
き
上
げ
る
。

３
・
３

四
郎
の
一
族
を
悉
く
斬
殺
す
る
。
生
け
捕
り
者
も
ま
た
同
じ
。

３
・
４

信
綱
、
島
原
に
赴
い
て
こ
れ
を
見
分
す
る
。

信
綱
は
ま
た
、
鈴
木
重
成
に
諸
勢
引
き
揚
げ
後
の
残
務
整
理
を
命
じ
、
現
地
に
留
ま
ら
せ
る
。

３
・
９

島
原
平
定
の
報
が
、
江
戸
に
達
す
る
。
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３
・
13

信
綱
、
天
草
巡
視
の
た
め
宇
土
三
角
に
留
ま
り
、
大
矢
野
へ
渡
海
す
る
。
今
夜
は
栖
本
泊
ま
り
。

３
・
14

信
綱
、
栖
本
を
発
ち
、
本
渡
よ
り
海
路
中
田
に
至
り
、
河
内
浦(

一
町
田)

に
泊
ま
る
。

３
・
15

信
綱
、
河
内
浦
を
発
ち
、
海
路
富
岡
に
着
船
、
一
泊
す
る
。

３
・
16

信
綱
、
富
岡
を
出
、
肥
前
茂
木
に
渡
り
、
長
崎
に
到
着
す
る
。

３
・
30

信
綱
、
平
戸
を
経
て
こ
の
日
唐
津
に
到
着
。
城
主
寺
澤
堅
高
面
謁
し
、
城
中
に
お
い
て
饗
応
す
る
。

４
・
３

信
綱
、
小
倉
に
着
く
。
一
揆
弾
圧
に
列
し
た
諸
将
、
相
追
っ
て
来
会
す
る
。

４
・
４

島
原
城
主
松
倉
勝
家
の
封
を
没
し
、
唐
津
城
主
寺
澤
堅
高
の
封
を
削
り
、
天
草
を
没
収
す
る
。

４
・
13

幕
府
、
高
力
忠
房
に
肥
前
島
原
城
を
、
山
崎
家
治
に
肥
後
天
草
を
与
え
る
。

５
・
12

松
平
信
綱
、
戸
田
氏
鉄
江
戸
に
凱
旋
す
る
。

５
・
13

柳
河
城
主
立
花
宗
茂
帰
府
す
る
。
こ
の
日
召
さ
れ
て
将
軍
家
光
に
謁
し
密
話
が
あ
る
。
次
い
で
、
松
平
信
綱
、

戸
田
氏
鉄
将
軍
に
謁
し
、
征
討
始
末
を
復
命
す
る
。

５
・
28

山
崎
家
治
支
配
幕
府
、
山
崎
甲
斐
守
家
治
に
天
草
富
岡
在
城
を
命
じ
る
。

６
・
４

江
戸
よ
り
肥
前
に
飛
脚
が
あ
り
、
鍋
島
勝
茂
の
上
京
を
促
す
。
勝
茂
、
５
日
に
佐
賀
を
発
ち
、
６
月
23
日
江
戸

に
着
く
。

６
・
26

幕
府
、
鍋
島
勝
茂
、
榊
原
職
直
を
評
定
所
に
召
し
て
、
そ
の
軍
法
を
犯
せ
し
罪
を
問
い
た
だ
す
。

６
・
29

鍋
島
勝
茂
、
榊
原
職
直
に
閉
門
を
命
じ
る
。

７
・
19

前
島
原
城
主
松
倉
勝
家
を
斬
罪
に
処
し
、
唐
津
城
主
寺
澤
堅
高
に
蟄
居
を
命
じ
る
。

７
・

山
崎
甲
斐
守
家
治
、
備
中
成
羽
よ
り
来
て
、
富
岡
に
入
城
す
る
。
家
老
原
田
十
兵
衛
、
原
田
三
左
衛
門
従
う
。

郡
中
総
高
、
４
万
２
千
石
、
寺
澤
同
様
と
す
る
。
家
治
、
先
ず
城
郭
の
修
築
に
着
手
、
城
門
外
百
間
塘
の
石
垣
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築
造
を
始
め
、
船
津
よ
り
堀
切
に
至
る
湊
内
石
垣
を
改
築
、
さ
ら
に
堀
切
脇
に
大
手
門
を
進
出
新
建
し
て
、
こ

れ
を
境
に
内
を
城
内
、
外
を
城
外
と
呼
ば
せ
、
ま
た
堀
切
よ
り
西
の
海
沿
い
城
山
際
ま
で
石
垣
を
め
ぐ
ら
す
な

ど
、
城
の
内
外
面
目
一
新
に
務
め
る
。

８
・

幕
府
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
渡
来
を
禁
じ
る
。
太
田
備
中
守
長
崎
に
下
向
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
交
流
禁
止
を
伝

え
て
、
在
留
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
退
去
を
命
じ
る
。
そ
の
た
め
、
出
島
の
新
設
か
ら
わ
ず
か
３
年
に
し
て
全
く
寂

れ
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
館
の
み
栄
え
る
。

９
・
13

幕
府
、
伴
天
連
訴
人
に
賞
金
を
懸
け
る
。

９
・
20

改
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
禁
す
る
。

11
・
１

神
尾
内
記
元
勝
に
替
り
、
大
河
内
善
兵
衛
政
勝
を
長
崎
奉
行
と
す
る
。

11
・
10

諸
国
の
大
船(
５
０
０
石
積
以
上)

の
建
造
を
厳
禁
す
る
。

12
・
２

幕
府
、
徒
党
取
締
り
令
を
出
す
。

こ
の
年

幕
府
、
長
崎
奉
行
に
命
じ
、
同
地
権
現
山
に
遠
見
番
所
を
置
く
。

斧
山
頂
に
烽
火
場
を
設
け
て
、
一
朝
有
事

に
諸
侯
来
援
の
た
め
の
報
知
所
と
す
る
目
的
。

こ
れ
は
老
中
松
平
伊
豆
守
信
綱
の
建
策
に
よ
る
。

こ
の
年

江
戸
よ
り
久
世
大
和
守
広
宣
、
他
改
役
等
が
下
向
し
、
宗
門
改
め(

各
人
よ
り
寺
請
証
文
誓
詞
血
判
を
徴
す
る)

の
た
め
に
、
郡
中
廻
村
を
行
う
。

も
っ
と
も
、
東
目
筋
は
ま
だ
人
影
薄
き
た
め
、
主
と
し
て
西
目
筋
の
み
行

わ
れ
る
。

転
宗
者
は
寺
沢
時
代
の
規
定
通
り
、
す
べ
て
一
向
宗
へ
入
ら
せ
、
富
岡
鎮
道
寺
、
一
町
田
安
養
寺

を
こ
れ
に
当
て
る
。

こ
の
年

富
岡
城
門
下
の
空
き
地
に
貢
米
寄
蔵
を
建
て
、
御
蔵
入
れ
が
始
ま
る
。

こ
の
年

島
原
陣
で
斬
首
し
た
教
徒
の
首
級
を
、
有
馬
、
長
崎
、
天
草
の
三
カ
所
に
分
埋
す
る
。

天
草
は
志
岐
郊
外(

今
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は
富
岡)

轟
松
原
に
埋
葬
し
、
こ
れ
を
首
塚
と
称
す
る
。

１
９
３
９

寛
永
16

６
・
12

唐
津
城
主
寺
澤
堅
高
、
蟄
居
を
赦
さ
れ
る
。

７
・
４

幕
府
、
太
田
資
宗
を
長
崎
に
派
遣
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
放
逐
さ
せ
る
。

７
・
５

幕
府
、
重
ね
て
令
を
下
し
、
益
々
鎖
国
を
厳
し
く
す
る
。

７
・
23

凶
年
に
付
き
、
臨
時
高
札
が
立
つ
。

７
・
25

幕
府
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
中
国
人(

支
那
人)

と
の
み
通
商
を
許
可
す
る
。

オ
ラ
ン
ダ
船
は
平
戸
に
お
い
て
、
唐

船
は
長
崎
に
お
い
て
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ
交
易
さ
せ
る
。

７
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
３
艘
、
長
崎
に
来
る
。

幕
府
、
井
上
筑
後
守
を
長
崎
に
下
し
て
拒
絶
す
る
。
再
び
来
た
場
合

は
、
船
は
沈
め
、
船
員
は
す
べ
て
死
罪
に
す
る
と
諭
し
て
こ
れ
を
追
い
返
す
。

８
・
４

幕
府
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
交
易
禁
止
を
布
告
す
る
。

８
・
９

幕
府
、
肥
後
細
川
忠
利
、
福
岡
黒
田
忠
之
、
佐
賀
鍋
島
勝
茂
等
九
州
諸
大
名
を
召
し
、
長
崎
に
お
い
て
蛮
船
に

法
令
発
布
の
旨
を
伝
え
る
。

10
・
１

島
原
滞
留
中
の
鈴
木
重
成
、
上
方
代
官
現
職
の
ま
ま
、
新
た
に
天
草
荒
廃
の
地
開
発
の
命
を
承
り
、
天
草
に
渡

り
修
冶
す
る
。
領
主
山
崎
甲
斐
守
は
、
も
っ
ぱ
ら
城
の
修
復
に
専
念
し
て
、
他
事
に
関
わ
る
余
裕
が
な
い
た
め

で
あ
る
。

12
・

幕
府
、
奢
侈
処
罰
令
を
下
し
、
戒
め
は
峻
厳
を
極
め
る
。

こ
の
年

幕
府
、
山
崎
家
治
に
命
じ
、
熊
本
城
主
細
川
忠
利
、
島
原
城
主
高
力
忠
房
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
番
船
を
出
し
て
、

長
崎
港
を
警
備
さ
せ
る
。

こ
の
年

当
郡
の
宗
門
改
役
等
の
下
向
、
前
年
通
り
。
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１
６
４
０

寛
永
17

４
・

肥
前
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
館
長
カ
ロ
ン
、
江
戸
に
参
府
す
る
。

老
中
こ
れ
に
耳
打
ち
し
て
、
商
館
を
平
戸
よ
り

長
崎
に
移
す
よ
う
勧
め
る
。
だ
が
カ
ロ
ン
は
、
平
戸
領
主
松
浦
氏
の
年
来
の
交
誼
を
想
い
、
婉
曲
に
こ
れ
を
断

る
。

５
・
17

ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
ベ
チ
エ
ロ
等
長
崎
に
来
て
、
貿
易
の
再
開
を
求
め
る
。

５
・
25

長
崎
番
船
、
半
年
勤
務
方
に
改
め
ら
れ
、
半
年
は
山
崎
甲
斐
守
及
び
高
力
摂
津
守
、
半
年
は
細
川
越
中
守
警
備

と
決
ま
る
。

６
・
15

大
目
付
加
々
爪
民
部
少
輔(

６
・
14
長
崎
入
り)

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
を
引
見
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
幕
命
に
背

き
、
邪
宗
を
宣
伝
し
た
罪
を
責
め
、
貿
易
再
開
の
断
固
拒
絶
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
前
年
の
予
告
通
り
執
行
す

る
と
の
旨
を
厳
然
と
宣
告
す
る
。

６
・
16

ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
ベ
チ
エ
ロ
以
下
61
人
を
長
崎
に
て
斬
る
。

６
・
17

幕
府
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
の
残
留
者(

下
級
船
員)

13
名
を
邦
船
に
よ
り
放
還
、
帰
国
し
て
実
情
を
伝
え
さ
せ
る
。

９
・
25

大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
、
長
崎
奉
行
柘
植
平
右
衛
門
正
時
と
共
に
平
戸
に
入
り
、
突
如
オ
ラ
ン
ダ
館
の
閉
鎖

破
壊
を
命
じ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
館
長
カ
ロ
ン
、
平
戸
松
浦
藩
主
の
注
意
も
あ
っ
て
、
た
だ
ち
に
碇
泊
中
の
オ
ラ
ン

ダ
船
乗
組
員
２
０
０
名
を
指
揮
し
て
、
即
日
倉
庫
の
荷
物
を
余
所
に
移
し
、
そ
の
破
壊
に
着
手
。
漸
く
事
な
き

を
得
る
。

11
・
24

肥
前
平
戸
松
浦
領
主
に
再
び
オ
ラ
ン
ダ
館
の
破
壊
を
命
じ
る
。

こ
の
年

当
郡
へ
宗
門
改
役
等
の
下
向
、
前
年
通
り
。

資
料

：

「
天
草
近
代
年
譜
」
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